
三　過越しの羊

 

　イエズスと弟子たちは晩餐の広間で一組おのおの十二人ずつと

なり、三つの食卓に別れて過越しの羊を食べた。各食卓にはそれ

ぞれ家父が付いていた。イエズスは十二人の弟子とともに大広間

で食べられた。それとは別にわきの広間では、ナタナエルとクレ

オファの息子エリアキムがそれぞれ十二人の弟子とともにおり、

聖婦人たちは庭の入口側の部屋で晩餐を摂られた。
  

　三頭の過越しの羊は神殿で屠られた。それにまだ四頭目があっ

た。それは広間で調理された。イエズスはこれを弟子たちととも

に食べられた。この羊は広間の玄関で屠られたが、それはたいへ

ん感激的であった。シメオンの司祭である息子がそれを行った。

使徒と弟子たちはこれに加わって詩編１１８を唱えた。ついでイ

エズスはモーゼの犠牲と過越しの羊の意味が成就される新しい時

代について語り、「それ故に、この羊はエジプトにおける羊と同

様に屠られなければならぬ。そしてかれらも今こそ奴隷の地を出

て約束の地におもむくのである。」と説明された。
  

　すでに容器類や一切の道具が用意されてあった。そこに冠で飾

られたかわいい羊が連れて来られたが、その冠は取りはずされ、

離れ家に婦人たちといっしょにおられる聖母に差し上げられた。

ついで羊が屠られその血は鉢に受けられた。イエズスは一人が持

って来たイソプの枝を血の中に浸してから広間の入口に行き、両

方の柱と扉に血で印を付けた。枝は扉の鴨居にさされた。その時

主は何か厳かに語られた。また「死の天使はここを通りすぎよ」

とも仰せられた。「真の過越しの羊なるわたしがやがて犠牲にな

ったなら、その時こそみな誠心をもって、ここで静かに祈らねば

ならぬ。今こそ新しい時代・新しい犠牲が始まり、そしてそれは



この世の終わりまで続くであろう。」と仰せられた。
  

　ついでかれらは広間の反対側の過越しの窯に行ったが、そこに

はすでに火が燃えていた。イエズスはこの窯にも血を注いで清め

祭壇とされた。残った血と脂は炎の中に注がれた。次にイエズス

は詩編を唱えながら使徒らとともに広間をめぐりつつ祝別してそ

の広間を新しき神殿とされた。扉は全部閉ざされていた。その間

司祭は羊をすっかり準備し串にさして、他の三頭の羊といっしょ

に窯で焼けるようにした。ユダは、この時まだ帰って来ていなか

った。かれが帰り、時刻が近づいてきたので食卓が準備された。

みな玄関に用意してあった祭日用の衣服を着けた。　- 別の靴を
はきシャツのように長い上着とマントに着かえた。着物をはしょ

り幅広い袖を折り返し、それぞれ自分の組の食卓に行った。かれ

らは二人ずつ組になって歩き、みな手に手に杖を持っていた。そ

して各自の場所につくと、その杖を腕にかけ両手をあげ『イスラ

エルなる神は祝せられたまえ』『主は賛美せられよかし』という

詩編を唱えた。
  

　食卓は半円形で狭く、座っている人の膝の上五寸ほどの高さで

あった。イエズスはその外側の中央に座られ、そのちょうど前の

半円の内側は料理の持ち運びのためにあけられてあった。もし私

の記憶に間違いがなければ、主の右側にはヨハネ、大ヤコブ、小

ヤコブが立ち、同じ右側の狭い端にはバルトロメオ、そこをまわ

って内側にトマスとイスカリオテのユダがいた。主の左側にはペ

トロとアンドレア、タデオ、狭い端にはシモン、それに続く内側

にはマテオとフィリポがいた。
  

　食卓の中央には大皿に載せられた過越しの羊がおいてあった。

その頭は交叉した前足の上に載せられ後足は長く伸びていた。食



卓の片方には真直に立てた青い野菜の皿があり、他方には苦い野

菜の小束の入った皿が置いてあった。主の前には黄色い緑がかっ

た野菜の入った器と茶色のスープの入っている器とがあった。受

け皿として丸いパンが置いてあった。食事の時かれらは骨ででき

たナイフを使った。
  

　ふるまいつかさは祈りがすむとイエズスの前に羊を分けるため

の包丁とぶどう酒を満たした盃を置いた。また二人ずつの間にあ

った他の六個の盃に壺からぶどう酒を注いだ。イエズスはぶどう

酒を祝して飲まれ、使徒らは一つの盃から二人で飲んだ。それか

ら主は過越しの羊をさいた。弟子たちはパンを出して各自その上

に羊を受けた。かれらは肉を骨製のナイフで削りながら非常に急

いで食べた。骨は後で焼かれた。さらにかれらはニラとスープに

浸した青い野菜を食べた。過越しの羊は立ったままで食べた。イ

エズスは過越しのパンをさき、その半分に被いを掛けて残し、他

の半分を分けられた。かれらはまたパン菓子も食べた。それから

さらにぶどう酒の入っている盃が運ばれて来たが、イエズスは礼

を言われただけでお飲みにならず、「ぶどう酒をみなで分けるよ

うに。わたしは今から神の国が来るまでもはやぶどう酒は飲まな

いから」と仰せられた。かれらは二人づつ飲み終えると聖歌を歌

った。それから主は祈りをされた。ついで手を洗い、再び食卓に

ついた。
  

　イエズスは聖婦人たちに分ける過越しの羊をさいた。それから

野菜やスープなどをとった。イエズスは非常に親しくまた楽しげ

にしておられたが、わたしは今までこのような主をお見受けした

ことがなかった。主は使徒たちにあらゆる心配事を忘れるように

すすめられた。聖婦人たちの食卓におられた聖母もまた晴れやか

な様子だった。
 



 
　イエズスはみなが野菜を食べている時、なお楽しそうにみなと

語られていたが、次第に厳粛にまた悲しげになって行かれた。

「おまえたちのうちの一人がわたしを裏切るだろう。その者の手

は、わたしといっしょにテーブルの上に置かれている。」と言わ

れた。今しがたイエズスは一つの皿だけあった野菜を取って一方

の側にお与えになり、主の斜め前にいたユダにそれを反対側にも

回すように命じられた。主が裏切り者のことを語られるとみな非

常に驚いた。主はこの言葉をもってユダを戒めようとされたので

ある。そしてさらに「今や人の子は、かれについて書き記されて

いる通り去って行く。されど人の子を裏切る者は禍である。生ま

れ出なかった方がかれにとってよかったものを。」と言われ

た。　-　使徒らはまったく狼狽し次から次へと「主よ、それはわ
たしですか？」と尋ねた。みな主が何を意味されたのか完全に理

解しなかった。しかしペトロは、イエズスの後ろからヨハネの方

に身体をまげて、主にだれであるか尋ねるように目くばせした。

それはかれが今までたびたび主から叱られていたから自分のこと

かも知れないと心配したからである。ヨハネは主の右側に横にな

っていた。一同は左腕に寄りかかり右手で食べていたのでヨハネ

の頭はイエズスの御胸に一番近い位置にあった。ヨハネは主の方

に身を少しく寄せ「主よ、それはだれですか」と尋ねた。その時

かれはイエズスがユダを指しているのだと悟った。わたしは「わ

たしが一つまみの食べ物を浸して与えるのがそれだ。」との主の

言葉を聞かなかった。それをそっと主がヨハネにささやかれたの

かどうかも知らない。しかしヨハネは主が一片のパンを紫蘇で包

み、スープに浸してユダに大きな愛情をこめて与えられた時にそ

れを悟った。裏切り者はしかし自分から「主よ、わたしです

か。」と尋ねた。主はその時、心からいとしげにかれを見つめ、

さりげない返事をなされ、みなの前でその秘密をあばくようなこ



とはされなかった。わたしはヨハネが主から知ったことをペトロ

に告げたような所は見なかったが、ペトロに目くばせをして安心

させたのを見た。


